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■会期：６月１４日（土）13:30～16:30　　

■会場：明治学院大学白金キャンパス

　　　　２号館２階　2302教室　

■資料代：1,000円（学生無料）

□パネルディスカッション

　パネリスト

　　川村 晃司【テレビ朝日コメンテーター】

　　ジェイク・エーデルスタイン

                     
【フリージャーナリスト、元読売新聞記者】

    
金 玄基【中央日報東京支局長】

　コーディネーター　　
　　明珍 美紀【元新聞労連委員長・毎日新聞記者】

〇【南北線・三田線】白金台駅から　

　　２番出口より徒歩約7分

〇【南北線・三田線】白金高輪駅から　
　　１番出口（目黒駅側・エレベーター有）より徒歩約7分

〇【浅草線】高輪台駅から　
　　Ａ２番出口より徒歩約7分

〇品川駅から高輪口より都営バス「目黒駅前行き」　
　　「明治学院前」下車
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　右翼色を鮮明にした第２次安倍政権は、昨年１２月の特定秘密保護法の強行採決に続いて
「武器輸出三原則」の見直しを行い、さらに集団的自衛権行使容認、憲法改正を目指していま
す。また、首相の靖国神社参拝や従軍慰安婦問題に関する「河野談話」見直しの動きは、中国、
韓国から厳しく批判され、欧米からも警戒感が示されています。今回、内外の国際ジャーナリ
ストに安倍政権が世界からどのように見えているのかを語っていただき、「日本のメディアに
求められていること」をともに考えます。
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が見る安倍政権

憲法メディアフォーラム第９回シンポジウム・ＪＣＪ２０１４年６月集会


